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一
、
蘭
越
、
地
熱
発
電
所
、

噴
出
止
ま
ず

６
月
29
日
、
後
志
管
内
の
蘭
越
町
、

三
井
石
油
開
発
の
地
熱
発
電
所
に
て
調

査
掘
削
工
事
中
に
、
水
蒸
気
が
噴
出
す

る
事
故
が
発
生
。

そ
の
経
過
報
道
が
、
連
日
続
く
。
体

調
不
良
者
の
増
加
、
森
林
が
変
色
し
続

け
て
行
く
。
ヒ
素
水
の
放
出
が
止
ま
ず
、

汚
染
土
の
除
去
は
、
未
だ
。

北海道新聞より



美
味
し
い
蘭
越
米
の
風
評
被
害
が

心
配
だ
。
農
産
物
は
こ
れ
か
ら
先
、

出
荷
で
き
る
の
か
。
こ
の
温
泉
郷
の

客
足
も
途
絶
え
は
し
ま
い
か
。　

私
も
憂
慮
の
余
り
、
農
繁
期
を
よ

そ
に
7
月
14
日
、
雨
の
中
、
蘭
越
を

目
差
し
た
。
同
じ
後し

り
べ
し志
と
は
い
え
、

ニ
セ
コ
も
洞
爺
も
温
泉
に
浸つ

か
り
に

行
く
な
ど
酔
狂
な
こ
と
は
一
日
と
て

な
か
っ
た
。
会
社
の
慰
安
会
で
、
薬
師

温
泉
に
行
っ
た
遠
い
記
憶
が
あ
る
が
、

そ
れ
以
来
だ
っ
た
。

山
中
不
安
の
中
、
峠
を
降
り
る
と
突

然
視
界
が
開
け
て
一
望
、
蘭
越
の
町
が
。

幸
い
快
晴
。
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
と
、
あ

の
地
熱
発
電
所
が
陜

や
ま
あ
いに

あ
り
。
噴
射
す

る
水
蒸
気
が
勢
い
よ
く
立
ち
上
り
、
周

囲
の
樹
木
が
茶
褐
色
、
灰
を
被
っ
た

よ
う
に
白
く
変
色
し
て
い
る
。
現
在

75
h
a
、
ま
だ
ま
だ
拡
散
す
る
だ
ろ

う
。
常
時
、
1
5
0
p
p
m
超
の
硫

化
水
素
が
発
生
し
、
ヒ
素
は
基
準
値
の

2
7
0
0
倍
も
の
高
濃
度
だ
。

現
場
へ
は
通
行
止
め
。
警
備
や
作
業

員
、
或
い
は
通
行
人
か
ら
の
中
毒
患
者

が
出
て
い
る
。五

色
温
泉
を
過
ぎ
、
湯
本

温
泉
に
着
く
と
、
あ
の
大
湯

沼
か
ら
地
熱
発
電
塔
を
真
ん

前
に
見
上
げ
、
露
天
風
呂
か

ら
も
眺
め
ら
れ
る
。
あ
た
り

一
面
の
硫
黄
臭
。
こ
の
水
蒸

気
の
中
に
ヒ
素
や
硫
化
水
素

が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
辺あ

た

り
の
物
言
わ
ぬ
空
気

が
恐
い
。

二
、
何
が
問
題
な
の
か
。

弁
当
配
達
で
現
場
を
訪
れ
た
女
性
が

中
毒
症
状
で
入
院
し
た
こ
と
を
伏
せ
て
、

人
的
被
害
は
な
い
と
し
た
事
実
。

周
辺
の
硫
化
水
素
値
は
発
生
以
降
０

p
p
m
と
す
る
も
５
日
後
に
「
噴
出
現

場
で
発
生
当
初
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
た
」

と
発
表
し
た
事
実
。
６
年
前
の
樹
木
約

4
5
0
0
本
を
無
断
伐
採
な
ど
、
三
井

の
一
連
の
隠
蔽
工
作
が
批
判
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
電
力
量
は
風
力
の
３
分
の

１
に
止
ま
る
地
熱
発
電
自
体
の
技
術
未

確
立
と
そ
の
危
う
さ
が
問
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
情
報
開
示
を
拒
む
隠

蔽
体
質
は
、
再
エ
ネ
事
業
全
体
に
通
じ

る
こ
と
だ
。

３
・
11
の
大
震
災
大
津
波
で
学
ん
だ

教
訓
。

原
発
問
題
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
尾

を
引
き
、
こ
れ
ま
で
も
人
の
イ
ノ
チ
と
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心
を
傷
つ
け
る
も
の
か
。
総
電
力
の
原

発
に
占
め
る
、
わ
ず
か
4
・
8
％
の

た
め
に
、
子
々
孫
々
、
半
減
期
何
億
年

も
付
き
合
わ
さ
れ
る
負
担
を
強
い
て
し

ま
っ
た
の
だ
。
時
の
風
潮
に
流
さ
れ
な

い
、
透
徹
し
た
見
識
力
が
い
る
の
だ
。

汚
染
土
、
処
理
水
云
々
が
、
10
年
以

上
経
過
し
て
も
未
だ
に
解
決
さ
れ
な
い
。

当
然
で
あ
ろ
う
。

よ
も
や
、
地
熱
発
電
開
発

で
、
蘭
越
の
災
害
が
未
然

に
、
誰
が
予
測
出
来
た
だ
ろ

う
か
。

ま
し
て
や
、
計
画
以

前
に
累
々
と
問
題
の
山

積
す
る
仁
木
・
余
市
・

古
平
の
風
車
災
害
・
大

災
害
が
、
い
つ
何
時
不

意
に
起
こ
り
得
る
こ
と

は
、
想
像
に
難
く
な
い

の
だ
。

北海道新聞 7 月 19 日より

https://www.marianna-u.ac.jp/
https://teine-mamorukai.jimdofree.com/

https://kachimai.jp/

https://www.chunichi.co.jp/
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① 

現
代
最
先
端
技
術
を
以

て
し
て
も
、
予
測
も
防
ぎ
よ

う
も
な
い
自
然
の
猛
威
を
知

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

② 

一
旦
災
害
が
起
こ
れ
ば
、

想
定
外
の
時
間
と
労
力
と
経

費
が
掛
か
り
、
経
営
戦
略
は

全
く
無
力
に
な
る
。

施
工
す
る
側
も
、
受
け
入

れ
る
住
民
も
、
し
ば
し
深
慮

熟
考
を
要
す
る
の
だ
。

蘭
越
の
ヒ
素
も
硫
化
水
素

も
軽
く
受
け
止
め
て
は
な
ら

な
い
。
地
下
洞
の
作
業
は
高

濃
度
に
な
り
、
常
に
死
の
危

険
性
に
晒さ

ら

さ
れ
る
。
さ
ら
に
周
辺
住
民

が
、
臭
覚
の
麻
痺
、
眼
の
損
傷
、
呼
吸

障
害
、
肺
気
腫
な
ど
の
慢
性
中
毒
に
陥

り
、
ガ
ン
化
し
て
死
に
至
る
可
能
性
は

極
め
て
高
い
。

い
や
、
仁
木
銀
山
の
風
力
発
電
計
画

で
は
、
地
滑
り
や
土
砂
災
害
の
起
き
る

可
能
性
は
、
科
学
的
、
現
実
的
に
、
十

分
予
測
で
き
る
の
だ
。

そ
れ
を
、
何
で
敢あ

え
て
踏
み
込
む
の

か
。
許
す
の
か
。
事
業
者
の
良
心
、
行

政
の
姿
勢
を
今
こ

そ
、
問
い
た
い
。

https://twitter.com/ishiimark_sign/
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三
、
風
車
火
災
と
崩
壊

　

根
室
・
厚
田
の
例

2
0
1
9
年
4
月
8
日
、
根
室
市
昆

布
森
の
風
車
か
ら
出
火
し
、
羽
根
の
付
け

根
の
発
電
機
を
収
め
た
部
分
を
全
焼
し
、

火
が
移
り
周
囲
の
草
地
に
延
焼
し
た
。

主
に
風
車
出
火
の
原
因
は
、
落
雷
に

よ
る
過
電
流
や
過
電
圧
が
最
も
多
く
、

機
器
の
腐
食
や
漏
油
な
ど
保
守
管
理
の

不
足
に
よ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

だ
が
、
そ
れ
は
草
地
で
あ
っ
た
か
ら

そ
の
被
害
で
済
ん
だ
が
、
も
し
森
林
な

ら
ば
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
延
焼

が
連
綿
と
し
て
余
市
・
古
平
の
何
百
何

千
ha
も
続
い
た
ら
、
と
想
像
す
る
の
だ
。

消
火
活
動
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

留
寿
都
村
も
風
車
問
題
で
騒
然
と
し

て
い
た
2
0
1
7
年
、
村
政
懇
談
会
で

の
質
問
と
村
の
対
応
記
録
が
あ
る
。

風
車
が
火
災
に
遭
遇
し
た
時
の
消
火

体
制
の
説
明
で
は
、
地
上
60
m
以
上
の

高
所
に
放
水
は
届
か
ず
、
消
火
は
不
可

能
。
自
然
鎮
火
す
る
ま
で
延
焼
防
止
の

態
勢
し
か
な
い
。
山
火
事
対
応
の
消
防

車
は
2
億
円
を
要
し
、
村
の
財
政
で
は

不
可
。
羊
蹄
山
麓
消
防
組
合
か
、
札
幌

消
防
局
へ
、
さ
ら
に
自
衛
隊
出
動
へ
の

要
請
し
か
な
い
と
い
う
。

自
然
災
害
は
、
忘
れ
た
頃
に
起
き
る
。

い
や
、
想
像
を
離
れ
た
所
に
起
こ
る
。

そ
れ
が
今
回
の
蘭
越
の
災
害
と
警
告

だ
。

長谷川裕崇氏提供
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5

https://www.meti.go.jp/



風
車
崩
壊
の
例
は
、
今
年
１
月
、
厚

田
で
も
起
き
た
。

道
路
か
ら
3
ｍ
の
地
に
建
設
し
、
ブ

レ
ー
ド
は
道
路
を
塞
ぐ
6
・
7
ｍ
、
偶た

ま
た
ま々

山
側
に
落
ち
た
か
ら
惨
事
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。

積
雪
寒
冷
地
の
設
置
は
世
界
で
も
北

海
道
だ
け
で
あ
る
（
凍
結
融
解
）。

事
業
者
は
「
ブ
レ
ー
ド
の
着
氷
は
考

慮
す
る
必
要
が
な
い
」
と
言
っ
た
。
し

か
し
、
事
故
は
起
こ
っ
た
の
だ
。
こ
の

環
境
技
術
を
無
検
証
で
安
易
に
北
海
道

に
導
入
す
る
こ
と
自
体
が
、
問
題
で
は

な
か
っ
た
か
。

ブ
レ
ー
ド
、
ナ
セ
ル
の
着
氷
に
依
る

事
故
。
初
期
段
階
で
想
定
し
対
策
を
講

ず
べ
き
課
題
だ
っ
た
。
雪
庇
（
着
氷
）

に
よ
る
風
車
本
体
か
ら
発
火
す
る
山
火

事
の
発
生
も
、
当
然
視
野
に
入
れ
る
べ

き
論
点
な
の
だ
。
さ
ら
に
計
画
中
の

1
6
0
ｍ
以
上
の
メ
ガ
風
車
対
応
の
消

防
は
お
手
上
げ
。
冬
季
間
、豪
雪
期
に
は
、

為
す
術
を
知
ら
な
い
。
ど
う
処
す
る
の

か
。四

、「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」

の
悪
夢
の
た
め
に
、
再
エ

ネ
を
?!

2
0
1
8
年
9
月
6
日
未
明
、
北
海

道
胆
振
東
部
を
最
大
震
度
7
の
地
震
が

襲
っ
た
。
北
海
道
全
域
を
襲
っ
た
日
本

初
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。

顧
み
て
、そ
の
た
め
に
も
、今
な
お
「
再

エ
ネ
が
必
要
」
と
い
う
声

が
あ
る
。
だ
が
、
あ
の
日
、

あ
の
時
、
そ
の
時
こ
そ
再

エ
ネ
が
必
要
で
は
な
か
っ

た
か
。
し
か
し
、
風
車
も
、

ソ
ー
ラ
ー
も
、
ま
し
て
や

原
発
も
、
そ
の
電
力
は
、

何
の
寄
与
も
、
貢
献
も
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
外
部

電
源
（
火
力
発
電
）
が
無

い
限
り
、
稼
働
し
な
い
か
ら
だ
。

ド
イ
ツ
の
国
を
挙
げ
て
「
再
エ
ネ
政

策
」
の
大
失
敗
は
、
世
界
に
「
反
再
エ

ネ
の
逆
風
を
吹
か
せ
た
。

緊
急
時
に
は
、
無
用
の
長
物
と
な
る

再
エ
ネ
に
明
日
は
な
い
。
ま
し
て
や
、

電
力
不
足
の
た
め
に
風
車
や
ソ
ー
ラ
ー

を
増
や
す
こ
と
な
ど
、
言
語
道
断
。
愚

の
骨
頂
で
し
か
な
い
。

五
、
電
力
3
6
0
%
自

給
の
町
、
な
ぜ
停
電
？

　

北
上
高
原
に
あ
る
風
況
に
恵
ま
れ

「
ミ
ル
ク
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

町
」
岩
手
県
葛
巻
町
。「
1
2
0
％
大

丈
夫
！
」
と
豪
語
し
て
い
た
に
も
拘

わ
ら
ず
、
3
・
11
の
東
日
本
大
震
災
時
、

大
停
電
。
結
局
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、何
の
役
に
も
立
た
な
か
っ
た
。「
電

気
は
い
つ
復
旧
す
る
の
か
」。

「
電
力
の
地
産
地
消
で
大
災
害
に
備

る
！
」
と
し
た
触ふ

れ
こ込
み
は
無
残
な
も

の
で
あ
っ
た
。

停
電
は
数
日
続
き
、
酪
農
家
は
搾
乳

機
が
使
え
ず
、
牛
乳
工
場
で
は
冷
蔵
庫

が
止
ま
っ
た
。
山
の
頂
に
は
風
車
が
並

び
、
勢
い
よ
く
回
っ
て
い
た
。
だ
が
、

造
ら
れ
た
電
気
は
す
べ
て
東
北
電
力
に

売
ら
れ
て
い
た
。
町
民
か
ら
「
こ
ん
な

に
電
気
が
あ
る
の
に
、
何
で
、
地
元
で

くずまき高原牧場にあるバイオガスプラント。家畜
の糞尿を利用して電気と熱、肥料を供給している（岩
手県葛巻町）https://www.town.kuzumaki.iwate.jp/

https://www.facebook.com/kumashirochikako
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使
え
な
い
ん
だ
！
」
と
の
声
が
出
た
と

い
う
。

高
原
全
体
の
風
車
は
34
基
、
合
計
出

力
6
万
5
6
0
0
k
W
、
世
帯
数
約

2
7
0
0
の
18
倍
の
5
万
世
帯
分
の
電

気
を
賄ま

か
な
え
る
は
ず
が
。
他
に
太
陽
光
や

バ
イ
オ
ガ
ス
も
あ
っ
た
が
、
緊
急
時
に

は
無
用
の
長
物
だ
っ
た
。

ま
さ
に
こ
の
二
の
舞
い
を
踏
み
は
し

ま
い
か
。
い
や
、
し
て
し
ま
う
の
だ
。

海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て
の
首
都
圏
へ

の
送
電
計
画
。

そ
れ
が
、
そ
の
二

の
舞
い
な
の
だ
。

六
、
風
力
発
電
が
ミ
サ
イ

ル
検
知
に
影
響

　

青
森
県
北
西
部
の
日
本
海
沖
に
、
国

が
大
規
模
な
洋
上
風
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
導
入
す
る
た
め
「
再
エ
ネ
海
域

利
用
法
」
で
指
定
し
た
「
青
森
県
沖
日

本
海（
北
側
）」と「
青
森
県
沖
日
本
海（
南

側
）」
を
２
つ
に
分
け
た
。

何
故
、
分
断
し
た
の
か
。「
北
朝
鮮
の

ミ
サ
イ
ル
を
感
知
す
る
レ
ー
ダ
ー
が
あ

り
、
区
域
が
南
北
に
分
断
さ
れ
た
」
た

め
だ
。
こ
の
2
海
域
の
中
央
・
つ
が
る

市
に
、
米
軍
・
車
力
通
信
所
の
「
X
バ

ン
ド
レ
ー
ダ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
弾
道
ミ

サ
イ
ル
を
探
知
・
追
尾
す
る
レ
ー
ダ
ー

が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
付

近
に
大
型
の
風

車
が
設
置
さ
れ

れ
ば
妨
害
さ
れ

る
た
め
だ
。

青
森
県
は

2
0
1
9
年
、

標高 1 千メートル以上の高原で回る風車。電気はすべて町外
に 売 ら れ て い る（ 岩 手 県 葛 巻 町 ）https://www.town.kuzumaki.
iwate.jp/

洋
上
風
力
発
電
設
備
の
エ
リ
ア
「
ゾ
ー

ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
防
衛
施

設
へ
の
影
響
回
避
の
た
め
「
車
力
通
信

所
」
沖
合
の
海
を
防
衛
関
連
で
立
地

が
困
難
な
エ
リ
ア
と
し
て
赤
く
半
円

状
に
塗
っ
た
。

正
に
、
差
し
迫
っ
た
喫
緊
の
課
題
。

風
車
は
兵
器
で
あ
り
、
国
防
を
揺
る

が
す
我
が
身
に
返
る
レ
ー
ダ
ー
と
も

な
る
こ
と
を
米
軍
、
ア
メ
リ
カ
が
報

せ
て
い
る
の
だ
。

https://business.nikkei.com/

X バンドレーダー（探知距離 500km
の場合）https://news.yahoo.co.jp/byline/
obiekt/20160908-00062004

7
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七
、『
脱

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

炭
素
と
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
の
大
ウ
ソ
』

セ
ミ
ナ
ー

今
春
の
北
翔
大
学
で
の
私
の
定
例
公

開
講
座
の
題
名
は

『
脱
炭
素
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）

と
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
大
ウ
ソ
』

と
題
し
て
最
終
講
座
と
し
た
。
10
年

ほ
ど
続
い
た
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ
た
。
あ
の

7
万
部
が
全
国
で
発
行
さ
れ
た
『
コ
ロ

ナ
と
生
き
る
』
も
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
が
発

端
だ
っ
た
。

過
激
な
題
名
に
拘か

か

わ
ら
ず
、
そ
の
後

計
5
回
の
講
話
。
そ
の
衝
撃
的
な
内
容

と
4
時
間
ほ
ど
の
長
時
間
だ
っ
た
が
、

多
く
の
出
席
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
驚
く
こ
と
に
、
こ
の
7

月
英
国
の
「
T
h
e　

D
a
i
l
y　

S
c
e
p
t
i
c
」
の
情
報
に
お
い
て
、

我
が
説
を
後
押
し
す
る
か
の
よ
う
に
驚

愕
さ
せ
る
発
表
が
な
さ
れ
た
。
次
に
、

そ
れ
を
紹
介
し
た
い
。

八
、
ノ
ー
ベ
ル
受
賞
学
者

た
ち
が
「
温
暖
化
、
再
エ

ネ
」
の
嘘
を
告
発

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
含
む

3
0
0
人
の
学
者
が
「
気
候
変
動
の
緊

急
事
態
な
ど
存
在
し
な
い
。
科
学
の
危

険
な
腐
敗
だ
」
と
宣
言
。「
風
力
、
太
陽

光
は
完
全
な
失
敗
で
、
環
境
を
破
壊
し

て
い
る
だ
け
だ
」
と
述
べ
た
。

昨
年
2
0
2
2
年
の

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の
共

同
受
賞
者
は
、 「
気
候
非
常

事
態
」
の
言
説
に
対
し
て

痛
烈
な
攻
撃
を
開
始
し
、

こ
れ
を
「
世
界
経
済
と
何

十
億
も
の
人
々
の
幸
福
を

脅
か
す
危
険
な
科
学
の
腐

敗
」
と
呼
ん
だ
。

ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
ウ
ザ
ー
博
士
（John 

Francis Clauser

、
１
９
４
２
年
12
月
1

日 

、
米
国
理
論
・
実
験
物
理
学
者
。
亜
原

子
お
よ
び
原
子
レ
ベ
ル
で
の
物
質
と
光
の

研
究
で
あ
る
量
子
力
学
の
世
界
有
数
の
権

威
の
一
人
。
２
０
１
０ 

年
に
は
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
に
次
い
で 

2 

番
目
に
権
威
の
あ
る

物
理
学
賞
と
さ
れ
る
ウ
ル
フ
賞
物
理
学
賞

を
受
賞
）
は
、
誤
っ
た
気
候
科
学
が

「
大
規
模
な
衝
撃
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
疑
似
科
学
に
転
移
し
た
」
と
指

摘
し
て
い
る
。

博
士
の
コ
メ
ン
ト

は
、「
科
学
者
の
99
％

が
気
候
変
動
の
す
べ

て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど

が
人
間
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
て
い
る

と
信
じ
て
い
る
と
い

う
明
白
な
誤
り
に
、

さ
ら
な
る
疑
問
を
投

げ
か
け
る
の
に
役
立

つ
だ
ろ
う
。」

8まほろばだより No.5628 23-091 8/4

2022 年、ノーベル物理学賞の 3 氏が「反温暖化・再エネの共同宣言」。
左からAlain Aspectアラン・アスペ（仏）、Jhon F.Clauserジョン・クラウザー

（米）、Anton Zoilinger アントン・ツァイリンガー（オーストリア）
画像出典：https://www.nobelprize.org/

ジョン・クラウザー https://dailysceptic.org/



さ
ら
に
、

「
今
度
は
、
気
候
疑
似
科
学
が
、
無
関

係
な
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
ス
ケ
ー

プ
ゴ
ー
ト
に
な
っ
た
。
私
の
意
見
は
、

本
当
の
気
候
危
機
な
ど
存
在
し
な
い
」

と
付
け
加
え
た
。

博
士
が
、
気
候
変
動
に
関
す
る
「
決

着
し
た
」
科
学
的
、
政
治
的
物
語
に
異

議
を
唱
え
た
最
初
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞
受
賞
者
で
は
な
い
。
世
界
気
候
宣
言

に
は
約
3
0
0
人
の
気
候
学
者
が
署
名

し
て
お
り
、「
気
候
緊
急
事
態
な
ど
存
在

し
な
い
」
と
宣
言
し
て
い
る
。

筆
頭
署
名
者
の
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
ア
イ
ヴ
ァ
ー
・

ジ
ェ
ー
バ
ー
教

授
（P

ro
fe

s
s

o
r 

Ivar G
iaeverIvar 

Giaever

、ノ
ル
ウ
ェ
ー

語
表
記: Giæ

ver

、

１
９
２
９
年
4
月
5

日
）
は
、

「
気
候
モ
デ
ル
は
、
世
界

的
な
政
策
ツ
ー
ル
と
し
て

は
到
底
妥
当
性
が
な
い
」

と
言
及
。「
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
影

響
を
誇
張
し
て
い
る
が
、

有
益
な
影
響
は
無
視
し
て

い
る
。
気
候
科
学
は
、
健

全
な
自
己
批
判
的
な
科
学

で
は
な
く
、
信
念
に
基
づ

い
た
議
論
に
変
質
し
て
い

る
」
と
、
宣
言
で
は
述
べ
て
い
る
。

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ツ
ィ
キ
キ
教
授
（
イ
タ

リ
ア
語:  [antoniːno ddzikiːki] ; 

１
９
２
９ 

年
生
。
核
物
理
学
者
、
世
界
科

学
者
連
盟
会
長
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

大
学
教
授
。
イ
タ
リ
ア
最
高
位

勲
章
「
イ
タ
リ
ア
共
和
国
功
労

勲
章
ナ
イ
ト
・
グ
ラ
ン
ド
・
ク

ロ
ス
」
保
持
者
）。
２
０
１
９

年
、
同
氏
は
イ
タ
リ
ア
の

科
学
教
授
48
人
か
ら
な
る

グ
ル
ー
プ
を
率
い
て
、

「
気
候
変
動
に
対
す
る
人

間
の
責
任
は
、
不
当
に
誇

張
さ
れ
て
お
り
、
壊
滅
的

な
予
測
は
現
実
的
で
は
な

い
」と

述
べ
た
。
彼
ら
の

科
学
的
見
解
で
は
、

「
1
8
5
0 

年
以
来

観
測
さ
れ
て
い
る
地
球

温
暖
化
の
か
な
り
の
部

分
は
自
然
変
動
で
説
明

で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

昨
年
9
月
、
著
名
な

核
物
理
学
者
ウ
ォ
レ

ス
・
マ
ン
ハ
イ
マ
ー
博
士D

r. W
allace 

M
anheim

er 

は
、

「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
は
現
代
文
明
を
終
わ

ら
せ
る
」
と
警
告
し
た
。
同
氏
は
、

「
新
し
い
風
力
と
太
陽
光
の
イ
ン
フ
ラ

は
失
敗
し
、
数
兆
ド
ル
の
費
用
が
か
か

り
、
環
境
の
大
部
分
を
破
壊
し
、「
完
全

に
不
必
要
」に
な
る
だ
ろ
う
」と
述
べ
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
今
日
ま
で
の
風
車
反
対

説
を
裏
付
け
る
に
十
分
過
ぎ
る
も
の

だ
っ
た
。
更
に
民
間
メ
デ
イ
ア
で
は
。

九
、「
温
暖
化
は
作
り
話

だ
！
」

T

ウ

heW

イ

ザ

ー

eatherC

チ
ャ
ン
ネ
ル

hannel

を
設
立
し
、

デ
ビ
ッ
ド
・
ハ
ー
ト
マ
ン
や
ジ
ョ
ー
ン
・

ラ
ン
デ
ン
と
共
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
「
グ
ッ
ド

モ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
メ
リ
カ
」
で
初
代
気

象
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
、
60
年
以
上
も

放
送
界
に

身
を
置
き
、

２
０
１
４
年

に
引
退
し
た

気
象
学
者
の

故
ジ
ョ
ン
・

コ
ー
ル
マ
ン

博
士
。
世
界

の
気
候
に
精

通
し
て
い
る

の
は
、
こ
の

9
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watch?v=FB3E_nyaaeQ



人
を
置
い
て
い
な
い
。

そ
の
彼
が
「
私
は
科
学
者
で
あ
り
、

ウ
ェ
ザ
ー
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
創
設
者
で

す
。科

学
と
は
、
票
で
は
な
く
、
事
実
の

こ
と
、
そ
し
て
、
事
実
は
明
ら
か
で
す
。

気
候
変
動
は
起
こ
っ
て
お
ら
ず
、
人

為
的
な
地
球
温
暖
化
も
な
い
、
と
い
う

こ
と
だ
」

「
温
暖
化
は
民
主
党
の
馬
鹿
げ
た
作
り

話
。民

主
党
は
毎
年
25
億
ド
ル
の
気
候
研

究
予
算
を
、
温
暖
化
説
を

支
持
す
る
科
学
者
に
だ
け

に
付
与
し
て
い
る
。
だ
か

ら
温
暖
化
が
起
き
て
い

る
。C

N
N
も
地
球
温
暖

化
に
強
い
立
場
を
と
り
、

N
A
S
A
な
ど
と
気
象

学
者
が
97
%
の
合
意
し

て
い
る
の
は
、
金
が
欲
し

け
れ
ば
民
主
党
の
主
張
を

支
持
す
る
し
か
な
い
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、

科
学
界
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
多
数
決
）

が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
真
の
科
学

は
フ
ァ
ク
ト
（
事
実
）
が
あ
る
だ
け
だ
。」

後
号
に
て
、
こ
れ
ら
気
象
に
関
し
て

の
証
言
が
、
ど
の
よ
う
な
科
学
的
デ
ー

タ
と
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
か
を
詳
述

し
た
い
。

７
月
22
日
、
星
槎
大
学
・
坪
内
俊
憲

特
任
教
授
の
驚
く
べ
き
世
界
の
真
相
講

話
『
脱
炭
素
と
再
エ
ネ
の
虚
構
』
は
、

ま
さ
に
環
境
利
権
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
疑
惑

で
、
常
識
が
ひ
っ
く
り
返
さ
せ
ら
れ
た

の
だ
。

十
、
I
P
C
C
に
よ
る
気

象
変
動
の
改
竄

建
築
家
、
教
育
者
、
幾
何
学
者
、
地

質
神
話
学
者
、
地
質
探
検
家
と
多
彩
な

ラ
ン
ド
ー
ル
・
カ
ー
ル
ソ
ン
博
士
は
、

「
今
の
気
候
は
、
歴
史
上
何
度
も
あ
っ

た
気
候
よ
り
も
決 

し
て
温
暖
で
は
な
い
。

基
本
的
事
実
と
し
て
、
現
在
は
、
過

去
６
億
年
間
で
、
最
も
二
酸
化
炭
素
が

少
な
い
時
期
で
あ
る
。

気
温
変
化
に
つ
い
て
は
、 

1
9
9
2

年
の
I
P
C
C
第
1
次
報
告
書
に
よ
る

と
、
中
世
の 

温
暖
期
（
W
M
P
）
は
現

在
よ
り
も
気
温
が
高
く
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
温
暖
化
シ
ナ
リ
オ
に 

合
わ
な
い
。

そ
こ
で
1
9
9
6
年
の
報
告
書
で

は
、
ホ
ッ
ケ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
呼
ば

れ
る
完
全
に
で
っ
ち
上
げ
ら
れ
た
グ

ラ
フ
が
作
成
さ
れ
た
。（
左
上
図
）

つ
ま
り
、
中
世
の
温
暖
期
と
小
氷
期

を
取
り
除
い
た
の
だ
。
グ
ラ
フ
が
上

下
す
る
代
わ
り
に
、
グ
ラ
フ
を
平
ら

Dr ランドール・カールソンと『神々の指紋』の著者グラハ
ム・ハンコック。彼はハンコック氏の知識・知恵袋である。
https://www.atlantis-scout.de/

https://www.tiktok.
com/@in4mation__/
video/7195234147990850821
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ジョン・コールマン（右）https://fair.org/



に
し
た
。
そ
し
て
、
計
測
器
の
記
録
を

追
加
し
て
、
そ
の
記
録
は
か
な
り
上
昇

し
て
い
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
。

重
要
な
の
は
、
こ
の
事
実
を
指
摘
し

て
い
る
人
た
ち
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。
と
い

う
の
も
、こ
の
時
点
で
、

既
に
、
気
候
変
動
の
シ

ナ
リ
オ
に
は
何
十
億
ド

ル
も
の
資
金 

が
投
入

さ
れ
て
い
た
か
ら
な
の

だ
。」正

に
、
先
の
D
r

ジ
ョ
ン
・
コ
ー
ル
マ
ン

の
証
言
を
、
証
言
し
て

い
る
形
だ
。

十
一
、
中
國
が

C
O₂
削
減
し

な
い
限
り
、
他

国
の
脱
炭
素

努
力
は
無
駄

そ
も
そ
も
、
中
国
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

は
、
先
進
国
全
体
の
合
計
よ
り
も
多
く

の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
い
る
。
中

国
の
C
O
₂
削
減
が
な
い
限
り
問
題
解

決
に
は
な
ら
な
い
。

G
D
P
成
長
率
の
向
上
の
た
め
、

C
O
₂
は
放
出
し
続
け
、
2
0
2
5
年

ま
で
に
廃
止
す
る
と
言
う
約
束
を
、
誰

が
信
じ
ら
れ
よ
う
か
。
隣
国
の
日
本
が

い
く
ら
努
力
し
て
も
、
焼
け
石
に
水
な

の
だ
。

そ
の
中
国
か
ら
、
風
車
や
ソ
ー
ラ
ー

を
購
入
し
て
、
国
土
を
埋
め
尽
く
そ
う

と
す
る
国
策
。
そ
の
再
エ
ネ
製
造
の
た

め
に
、
日
本
の
年
間
排
出
量
分
を
、
そ

の
ま
ま
毎
年
増
や
し
て
C
O
₂
を
排
出

し
て
い
る
中
国
の
現
実
、
そ
れ
が
許
さ

れ
て
い
い
も
の
か
。
こ
の
矛
盾
、
こ
の

本
末
転
倒
を
前
に
、
な
お
も
発
注

納
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
亡
国
の

再
エ
ネ
議
連
議
員
、
政
治
団
体
、

利
権
大
臣
、
官
僚
、
政
府
、
事
業

社
。
国
、
道
。「
再
エ
ネ
栄
え
て
、

国
亡
ぶ
」
は
現
在
進
行
中
な
の
だ
。

十
二
、
砂
上
の
楼
閣

「
G
X
構
想
」

そ
の
間
に
、
道
は
「Team

 
Sapporo-H

okkaido 

と
Ｇ
Ｘ（
グ

リ
ー
ン･

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
推
進
」
を
打
ち
立
て

た
。そ

の
内
容
は
、

「
北
海
道
の
国
内
随
一
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限

に
活
用
し
、
世
界
中
か
ら
G
X
に
関

す
る
情
報
・
人
材
・
資
金
が
北
海
道
・

札
幌
に
集
積
す
る
「
ア
ジ
ア
・
世
界
の

金
融
セ
ン
タ
ー
」
の
実
現
に
向
け
て
、

2
0
2
3
年
6
月
23
日
に
設
立
し
た
21

機
関
で
構
成
さ
れ
た
産
学
官
金
の
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
事
業
体
）
で
す
。」

そ
し
て
、
続
く
。

「
脱
炭
素
社
会
の
未
来
を
拓
く
「
北
海
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世界の炭素排出量比較（グローバルカーボンプロジェクト 2021 より）

坪内俊憲 星槎大学特任教授『脱炭素と再エネの虚構』資料より



道
・
札
幌
宣
言
」（
北
海
道
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
下
記
参
照
）

道
と
札
幌
市
は
、
Ｇ
７
気
候
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
大
臣
会
合
の
札
幌
開
催

の
機
会
を
捉
え
、
脱
炭
素
を
通
じ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
道
内
経
済
の

活
性
化
は
も
と
よ
り
、
日
本
及
び
世
界

の
Ｇ
Ｘ
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
、次
の
と
お
り
宣
言
を
し
た
」
と
す
る
。

骨
子
と
な
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
を
基
地
と
し
て
、「
脱
炭
素
社
会
」

を
実
現
す
べ
く
、
諸
外
国
か
ら
北
海
道

に
投
資
さ
せ
る
と
い

う
大
構
想
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の

二
つ
の
「
脱
炭
素
と

再
エ
ネ
」
自
体
が
虚

構
で
あ
る
上
に
、
さ

ら
に
「
投
資
フ
ァ
ン

ド
」
と
い
う
虚
業
が

加
わ
っ
て
、
嘘
の
上

に
嘘
を
重
ね
る
よ
う

な
、
砂
の
上
に
砂
を

盛
る
よ
う
な
話
で
、

必
ず
や
、
禍
根
を
残

し
、
失
敗
に
終
わ
る

だ
ろ
う
。

こ
れ
が
外
資
に
北
海
道
を
明
け
渡
す

こ
と
に
も
な
る
前
触ぶ

れ
で
あ
る
こ
と
を
、

誰
が
知
ろ
う
。

そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ

る
か
、
こ
の
続

き
は
次
号
で
述

べ
た
い
。

GX とは、温室効果ガスを
発生させる化石燃料から太
陽光発電、風力発電などの
クリーンエネルギー中心へ
と転換し、経済社会システ
ム全体を変革しようとする
取り組みを指す。
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